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　1872（明治5）年　
★荒木和一※1大阪で生まれ
る。（のち心斎橋の舶来雑貨商の養子に）
　1878（明治11）年　
★赤松麟作※2岡山県津山に
生まれる。
★12月7日　与謝野晶子※3、
堺の老舗和菓子店駿河屋の
三女（鳳晶子）として生まれる。
　1879（明治12）年
★4月21日　金尾種次郎※4、
心斎橋筋の仏教書の書肆、
金尾文淵堂に生まれる。
　1891（明治24）年
★2月12日　直木三十五※5、
上町台地（現在の中央区安堂寺町2）
に生まれる。
　1894（明治27）年
★仏のリュミエール兄弟が映画のシネマトグラフを開発、1895
年にパリで一般公開。1900年パリ万博でも映画上映。
　1896（明治29）年
★12月　荒木和一（24）、アメリカのエジソン商会から輸
入した映写機ヴァイタスコープを使い、難波の鉄工所で日
本初のスクリーン上映を行う。
 1897（明治30）年
★4月　第一次大阪市域拡張。大阪市は接続する村を編入し、
市域は約3.7倍に拡大、産業都市としての整備が進められる。
　1899（明治32）年
★金尾種次郎（20）、薄田泣菫（22）の処女詩集『暮笛集』
を出版、口絵は新進画家の赤松麟作（21、種次郎の小学同級
生）。この時期、金尾文淵堂は文芸雑誌「ふた葉」（のち「小
天地」）発刊、若き作家や歌人たちが金尾の店に集った。
　1900（明治33）年
★4月15日～ 11月12日　パリ万国博覧会開催。エッフェル塔の
エスカレーターや会場内の動く歩道、電車などが人気を呼んだ。
また舞踊家ロイ・フラーによる光の舞が上演された。

★荒木和一（28）は、大阪で開催予定の第五回内国勧業
博覧会の企画に参画し、パリ万博を視察。人気を博して
いたロイ・フラーの舞台も鑑賞。
★12月26日　稲垣足穂※6、
大阪船場（現在の北久宝寺2）に
歯科医の次男として誕生
（1907年浪華尋常小学校に入学する
が、同年に兵庫県の明石に転居）。
　1901（明治34）年
★与謝野晶子（22）、実家を出て東京に移り、処女歌集
『みだれ髪』を刊行。のちに与謝野鉄幹と結婚。
　1903（明治36）年
★大阪での第五回内国勧業博覧会を控え、金尾種次
郎（24）は、『大阪名勝図会 巻ノ壱』を編集し発行。
★赤松麟作（25）、白馬会展の受賞作品「夜汽車」を内
国博に出品、褒状を受ける。
★荒木和一（31）、内国博の娯楽
施設を企画。「不思議館」でカー
マンセラ嬢の電気の舞を上演、
大人気を博す。
★植村少年（直木三十五、12）、実家
の古着屋の売上金をごまかし、
内国博の不思議館にカーマンセ
ラ嬢の電気の舞を見に行く。
★稲垣足穂（2）、家族と内国博
を訪れ、幼心にモダン都市イメー
ジを強く感得する。
★12月17日　ライト兄弟、世界初の
有人動力飛行に成功。この後、飛行
機の性能は急速に発展。
　1904（明治37）年
★9月　与謝野晶子（25）、日露戦争に従軍した弟を思い、
「君死にたまふことなかれ」を「明星」に発表。
　1905（明治38）年頃
★金尾種次郎（26）、大阪から東京に金尾文淵堂を移
転。精力的な出版活動を進め、凝った装丁の美本で知
られる文芸出版社となる。
　1907（明治40）年頃
★赤松麟作（29）、北野恒富（27）ら在阪青年画家たちは、
日本画・洋画の枠を越え「大阪絵画春秋会」に結集。

※２  あかまつ・りんさく（～ 1953）、
洋画家。1883年に大阪に転居。東
京美術学校西洋画科を卒業。画塾
で優秀な弟子を多数育成し、大阪
洋画壇に指導的役割を果たす。

※１  あらき・わいち（～1957）、実業家。
英語に堪能で、のちにカナダの生命保
険会社支部長や公式通訳官を務める。
第五回内国勧業博覧会に参画する。

※３  よさの・あきこ（～1942）、歌人。
22歳で上京。1901年に第１歌集『み
だれ髪』刊行。源氏物語の現代語訳
などでも知られる。夫は「明星」を創
刊した与謝野鉄幹。

※４  かなお・たねじろう（～1947）、
家業の出版業を継ぎ、薄田泣菫『暮笛
集』や文芸雑誌「小天地」刊行。1905
年から東京に店を移し、与謝野晶子
ら著名作家の文芸書を多数刊行。

※５  なおき・さんじゅうご（～1934）、
小説家。本名は植村宗一。筆名は、
年齢に応じて三十一～三十三と変更
し、以後三十五を名乗る。『南国太平
記』などで流行作家に。没後、友人・
菊池寛の発意で「直木賞」に名を残す。

※6  いながき・たるほ（～1977）、小説
家。特殊な宇宙的感覚を表現した作
品で知られる。少年時代から航海家
を夢み、光学機器に興味を抱き、飛
行機にも魅了される。1923年『一千一
秒物語』を刊行。その後、新感覚派
の作家として活躍した。

内国博の不思議館で実演
された電気の舞（国立国会
図書館デジタルコレクションより）

内国博の展示館を彩ったイ
ルミネーション（大阪市立図書
館デジタルアーカイブより）
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参考文献 ：『大阪「映画」事始め』 武部好伸 2016／『金尾文淵堂をめぐる人びと』 石塚純一 2005／「りんさく画伯と大阪のまちを語ろう。」大阪市立近代美術館建設準備室 2010／『大大阪記念博覧会誌』 1925／『再見 なにわ文化』 肥田晧三 2019  ほか

金尾種次郎と幼馴染で作家とも親交が深
かった赤松麟作や後に大阪画壇の中心として
後進育成に努めた日本画の北野恒富らが集
い共に研鑽を積もうという動きが生まれてきた。

江戸時代に出された『摂津名所図会』以来の大阪の総合的な名
所案内本つくりを目指して、この年、心斎橋の金尾文淵堂は『大阪
名勝図会 巻ノ壱』を編集発行。伝統を装いつつ、細部に鋭く時代
の移り変わりを描いたが衆目を集めず、知る人ぞ知る一冊に（全５
巻発行予定も１巻に止まった）。歴史を受け継ぎ、領域を越え、伝統
を凌駕する、金尾種次郎の人脈と本づくりの独自の歩みが始まる。

荒木和一は、大阪・難波で日本で初めて
映画上映をした人物。のちに1900年のパ
リ万博を独自に視察。「電気宮」で踊る女
性ダンサーのロイ・フラーに注目し、1903
年開催の第五回内国勧業博覧会の「不思
議館」などの企画に活かした。海を越えて
活躍する実業家であると同時に、優れた
感度を持つ文化の輸入者だった。

荒木和一は、大阪・難波で日本で初めて
映画上映をした人物。のちに1900年のパ
リ万博を独自に視察。「電気宮」で踊る女
性ダンサーのロイ・フラーに注目し、1903
年開催の第五回内国勧業博覧会の「不思
議館」などの企画に活かした。海を越えて
活躍する実業家であると同時に、優れた
感度を持つ文化の輸入者だった。

本町橋詰にあった大阪博物場内の動物園の
挿画（『大阪名勝図会 巻ノ壱』）

幼い頃の与謝野晶子も訪れたという「吉助園」
を描いた『大阪名勝図会 巻ノ壱』の挿画

内国博では会場内に美術館がつくられ、
多数の美術作品が展示された。赤松麟
作も出品し、高い評価を受けた。（大阪市
立図書館デジタルアーカイブより）

2025年大阪・関西万博を前に、“レガシー”という言葉が躍っています。
さて、21世紀を生きる私たちは、未来に何をリレーすることができるので
しょう。そこで、20世紀の曙から始まった上町台地 博覧会時代に再び
注目。モダン大阪のユニークな精神を開花させた新星たちは、どのような
点と線で結ばれ、何を拠りどころに魂のリレーが繰り広げられていったの
か。忘れてはいけないエポック、埋もれていた人物のエピソードをはじめ、
煌めく光跡をたどる、“超時空遺産”再発見の旅に出ましょう。
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1903年頃

明治期の上町台地名所を紹介した
『大阪名勝図会 巻ノ壱』（金尾文淵堂、
1903　資料提供：肥田晧三氏）

う
え
き
や

家族と大阪の内国博に行った幼い稲垣足穂。
父親は茶臼山のウオーターシュートを体験し、
夜間のイルミネーションにも感嘆の声をあげた
という。この父のときめきから、モダニズム文
学の新星が
生まれた。

UEM ACHIDA ICHI  KONJA KU TIMESU-CoRo  STEP 1

　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々
の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし
た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。
自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。
過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジェ
クト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたします。

「上町台地 今昔タイムズ」とは

http://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html　 問合せ先：tel.06-6205-3518（担当：CEL弘本）

企画・編集：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　　発行：大阪ガス エネルギー・文化研究所（CEL）　
  （CEL弘本由香里、B-train橋本護・小倉昌美）  ※U-CoRo=ゆーころ（上町台地コミュニケーション・ルーム）

フォーラム会場地図

◆プレゼンター プロフィール
橋爪節也（はしづめ・せつや）
大阪市立近代美術館建設準備室主任学芸員、
大阪大学総合学術博物館館長などを経て現
職。美術史研究にとどまらない観点から近世・
近代大阪を探究。編著書に『橋爪節也の大阪
百景』『大大阪イメージ』など。
　池田真優（いけだ・まゆ）
経営、技術、シンギュラリティ、日本文化などと
融合したFBグループを次々主宰。日経新聞
COMEMOのアート部門最年少キーオピニオン
リーダーに抜擢されアートコラムを1年半にわたり
発信。1年間でnoteのフォロワー数は約1万人となる。
  

21世紀を生きる私たちは、未来に何をリレーすることがで
きるのでしょう。新型コロナウイルス禍を生きる今、その
問いはより大きく深く私たちの心に根を広げています。
「上町台地 今昔タイムズ」vol.13 では、近代都市・大阪
の揺籃期、上町台地に始まる博覧会百年の計を背景に、
激変する社会の中で新たな時代精神を切り拓いた若き
才能たちの光跡を追いました。そして、続くvol.14では、
都市形成のもう一方の極にあった災害史に目を向けまし
た。モダン大阪の新星たちは、まさに災禍と祝祭の坩堝
を生き、新たな思想や技術を受け入れ、カオスの中から
時代を先駆ける文化を生み出していたのです。
今回のフォーラムは、vol.13のテーマに、vol.14の視点を
包摂し、オンサイト（現場）からの声も寄せていただき、
会場とオンラインを抱き合わせて開催させていただきます。
災禍と祝祭を生きたモダン大阪の新星たちは、今、何を
語ってくれるでしょうか。その神髄に分け入るトークを経て、
地域のレジリエンスを支え、コロナ禍の先を見据え、今
を生きる声を集め、ポストコロナの真の“レガシー”とは
何なのか、足元から問い直す出会いの場をみなさまと共
に築き、未来に手渡すことができればと願っています。

大阪メトロ
谷町線・千日前線
「谷町九丁目」駅より
徒歩10分

近鉄「大阪上本町」駅より
徒歩5分

＊「上町台地 今昔タイムズ」のバックナンバーや、プロジェクトの歩みは、
ホームページ「大阪ガスCEL」「U-CoRo」で検索してご覧いただけます。

■主催：大阪ガスエネルギー・文化研究所（CEL）  企画：U-CoRo プロジェクト・ワーキング　協力：株式会社錢屋本舗 
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上町台地・今昔フォーラム VOL.13&14
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▲「上町台地 
  　今昔タイムズ」
          　第13号

◀「上町台地 
  　今昔タイムズ」
          　第14号

◎申込方法：右のQRコードかURL（https://bit.ly/3ht7NCX）の申込みフォームに、必要事項を記入してお申込みください。または、イベント名・
お名前・所属・連絡先（tel/fax/e-mail）・会場参加かオンライン参加かご希望を明記してfax.06-6205-3512（CEL弘本）へお申込みください。
◎ご注意：新型コロナウイルス感染予防のため、体調不良の際は会場参加をお控えください。会場では必ずマスクの着用、手指消毒等をお願い
いたします。なお、感染拡大の状況によっては、開催方法の変更や時間短縮などもあり得ますが、その際はお申
込み時にご記入いただいた連絡先にお知らせします（受信拒否設定をされているとお知らせができませんのでご
注意ください）。ご記入いただいた情報は、当プロジェクトに関連するご案内等に限って使わせていただきます。
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いたします。なお、感染拡大の状況によっては、開催方法の変更や時間短縮などもあり得ますが、その際はお申
込み時にご記入いただいた連絡先にお知らせします（受信拒否設定をされているとお知らせができませんのでご
注意ください）。ご記入いただいた情報は、当プロジェクトに関連するご案内等に限って使わせていただきます。

■開催日時：2020年10月4日（日）14：00～17：15頃  ※受付は13：30から　
■開催場所・方法（会場／オンライン）： ※感染防止のため会場定員を減らしています。

①会場参加：うえほんまち錢屋ホール （大阪市天王寺区石ヶ辻町14－2  錢屋本舗南館6階）　
②オンライン参加：Zoom（オンライン会議システム） ※申込者にURLを送付
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②オンライン参加：Zoom（オンライン会議システム） ※申込者にURLを送付

■プログラム（予定）：　　
14：00～14：10＝開会　プログラムのご説明等
14：10～14：25＝Scene 1  プロローグ　エピソード年表でたどる、災禍と祝祭を生きた新星たちの点と線

　　　　　　　   　　　　　構成：大阪ガスCEL/U-CoRoプロジェクト・ワーキング
14：25～15：10＝Scene 2  イマジン・トーク　その１

“エコール・ド・大阪”ともいうべき時代精神とアーティストが果たした役割
プレゼンター：橋爪節也（大阪大学総合学術博物館教授／大学院文学研究科教授兼任）

15：20～17：15＝Scene 3  イマジン・トーク　その２ 
災禍と祝祭を生きた新星たちとの出会いから、ポストコロナの真の“レガシー”とは何なのかに迫る    
プレゼンター兼コメンテーター：池田真優（現代アーティスト）  ／  橋爪節也（前掲）
オンサイト・コメンテーター：上田假奈代（詩人、NPO法人ココルーム代表）／小谷真功（高津宮宮司）
岸村 修（ももに広場管理運営会会長）／吉岡 徹（NPO法人出発のなかまの会理事・松野農園運営）
吉見孝信（北大江地区まちづくり実行委員会委員長）／三木啓正（都市空間企画研究所代表）
宮野順子（中大江学童保育保護者会会長、武庫川女子大准教授） ほか （録画もしくはオンラインで現場から）

モデレーター：池永寛明（大阪ガス エネルギー・文化研究所 顧問、
                           ナレッジキャピタル 大阪・関西万博会議～ワイガヤサロン～座長）  （敬称略、順不同）
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21世紀を生きる私たちは、未来に何をリレーすることがで
きるのでしょう。新型コロナウイルス禍を生きる今、その
問いはより大きく深く私たちの心に根を広げています。
「上町台地 今昔タイムズ」vol.13 では、近代都市・大阪
の揺籃期、上町台地に始まる博覧会百年の計を背景に、
激変する社会の中で新たな時代精神を切り拓いた若き
才能たちの光跡を追いました。そして、続くvol.14では、
都市形成のもう一方の極にあった災害史に目を向けまし
た。モダン大阪の新星たちは、まさに災禍と祝祭の坩堝
を生き、新たな思想や技術を受け入れ、カオスの中から
時代を先駆ける文化を生み出していたのです。
今回のフォーラムは、vol.13のテーマに、vol.14の視点を
包摂し、オンサイト（現場）からの声も寄せていただき、
会場とオンラインを抱き合わせて開催させていただきます。
災禍と祝祭を生きたモダン大阪の新星たちは、今、何を
語ってくれるでしょうか。その神髄に分け入るトークを経て、
地域のレジリエンスを支え、コロナ禍の先を見据え、今
を生きる声を集め、ポストコロナの真の“レガシー”とは
何なのか、足元から問い直す出会いの場をみなさまと共
に築き、未来に手渡すことができればと願っています。

◎定員：会場60名まで、オンライン100名まで　※参加無料　◎問合先：CEL弘本（電話06 -6205-3518）まで

申込フォーム


